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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

三 遊 亭 好 楽

神 田 京 子

三 遊 亭 小 遊 三

キ レ や す い

し 、 発 言 し ま し ょ う 〞 と 書 か れ 続 け た間 の 抜 け た 鈍 い 私 が 、 激 し い 行 動 の 最た る も の 「 キ レ る 」 の で あ る 。「 キ レ る 」 と は 〝 我 慢 が 限 界 に 達し 、 理 性 的 な 対 応 が で き な く な る 〞  。〝 前 頭 葉 の 機 能 低 下 で 感 情 が 抑 え き れな く な る 〞  。

別 の 言 葉 で 言 え ば 〝 激

高 ・

忿 ふ ん

怒 ・ 怒 り 狂 う 〞  。

老 人 は キ レ や

す い 、 と 聞 く 。 私 は 潜 在 的 に 激 し さ を隠 し 持 っ て い た の か ？

老 人 に な っ た

こ と が 原 因 だ ろ う か ？
激 し く キ レ て い る 人 を 見 た の は 、 確

定 申 告 の 会 場 。 待 た さ れ る 苦 情 か 税 金

近 頃 、 キ レ や す く な っ
た 。 義 務 教 育 の 間 中 、 通 知表 に 〝 も っ と 積 極 的 に 行 動

の 不 満 か 、 高 齢 者 の 怒 声 が 響 い た 。飛 行 機 搭 乗 の 列 で 、 修 学 旅 行 の 学 生を 先 に 乗 せ る こ と へ の 苦 情 を 言 い 立て る 高 齢 者 を 見 た 。 キ レ て い た 。
今 の と こ ろ 、 私 は 私 に キ レ る 。 靴

下 を 穿 く 時 、 片 足 立 ち が で き な い でこ け る 。 し っ か り 立 て よ 、 と 罵 声 を足 に あ び せ る 。 入 っ た ト イ レ が 和 式で あ っ た 時 、 し ゃ が む の が 苦 労 が いる 私 は 、 で き な い じ ゃ な い の 、 と 便器 を 忿 怒 の 形 相 で 叱 る 。 集 合 場 所 を間 違 え て 長 く 立 ち ん 坊 を し た 時 、 我が 頭 を こ ず く 。 寒 い 日 、 天 を 罵 る 。水 を 床 に こ ぼ し た ら 足 で 強 く 踏 み 散ら す 。 拭 い て な ん て や る も の か 。『 ひ と つ 怒 れ ば ひ と つ 年 取 る 、 ひと つ 笑 え ば ひ と つ 若 返 る 』  。  （ 中 国 名言 名 句 の 辞 典 ）

三 遊 亭 好 楽 と 三 遊 亭 小
遊 三 に よ る 「

特 と く

撰 せ ん

落 語 名

人 会 」 が 、

2 9日 （ 月 ・

祝 ） 午 後 ２ 時 か ら 、 山 口市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央２ ） で 開 か れ る 。 ２ 人 とも 人 気 演 芸 番 組 「 笑 点 」（ 日 本 テ レ ビ 系 ） の 「 大喜 利 メ ン バ ー 」 で 、 今 年７ 月 に 芸 歴

2 5周 年 を 迎 え

る 山 口 市 在 住 の 講 談 師 ・神 田 京 子 も 出 演 す る 。
１ ９ ４ ６ 年 （ 昭 和

2 1

年 ） 生 ま れ の 好 楽 と 、

4 7

年 （ 昭 和

2 2年 ） 生 ま れ の

小 遊 三 が 豪 華 競 演 。 今 年３ 月 、 林 家 木 久 扇 が

5 5年

間 の 〝 笑 点 人 生 〞 に 幕 を下 ろ し た こ と で 、 こ の ２人 が 大 喜 利 メ ン バ ー の 中で 〝 最 年 長 〞 と な っ た 。ま さ に 「 人 気 と 実 力 を 兼ね 備 え た 落 語 家 ２ 人 」 と言 え そ う だ 。「 テ レ ビ で お な じ み の

３ 人 が 、

渾 こ ん

身 し ん

の 話 芸 を 披

露 す る 。 当 日 の 演 目 は 、噺 は な し

家 自 身 が 客 の 顔 ぶ れ を
見 て 決 め る の で 、 ど ん なネ タ に な る か は 当 日 の お楽 し み 。 ど ん ど ん 引 き 込ま れ て い く 名 人 芸 を 堪 能し て も ら え た ら 」 と 、 主催 す る 同 館 の 西 村 真 治 主任 は 来 場 を 呼 び 掛 け て いる 。

チ ケ ッ ト 料 金 は ４ 千 円

（ 全 席 指 定 ） で 、 同 館 、Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 、 山 口 井 筒 屋 総

神 田 京 子 も
出 演 し 「 特 撰 落 語 名 人 会 」
三 遊 亭 好 楽 と 三 遊 亭 小 遊 三 が 豪 華 競 演

2 9日

合 サ ー ビ ス サ ロ ン 、 三 好屋 レ コ ー ド 店 、 コ ン ビ ニ端 末 な ど で 購 入 で き る 。未 就 学 児 は 入 場 不 可 で 、託 児 サ ー ビ ス （ １ 人 ７ ００ 円 、 ２ 人 目 以 降 ５ ０ ０円 ） 希 望 者 は 、

2 2日

（ 月 ）  ま で に 同 館 （

☎
０ ８

３

－

９ ２ ３

－

１ ０ ０ ０ ）

へ 申 し 込 む こ と 。

6 6年 故 ・ 林 家 正 蔵 （ 彦

六 ） に 入 門 。 前 座 名 は 林家 九 蔵 で 、

7 1年 に 二 ツ 目

に 昇 進 。

8 1年 に 真 打 ち に

昇 進 し た 。 師 匠 の 死 去 によ り 、

8 3年 に 三 遊 亭 円 楽

一 門 に 移 籍 し 、 現 名 を 名乗 る よ う に な っ た 。 高 座の 他 、 講 演 会 に も 力 を 入れ て お り 、  「 生 き る こ との 喜 び 」 を 伝 え て い る 。
三 代 目 三 遊 亭 遊 三 に

6 9

年 入 門 。 前 座 名 は 遊 吉で 、

7 3年 に 二 ツ 目 に 昇 進

し て 小 遊 三 に 改 名 。

8 3年

３ 月 に 真 打 ち 昇 進 。 ス ポー ツ マ ン で 、

6 4年 と ２ ０

２ １ 年 、 東 京 五 輪 の 聖 火ラ ン ナ ー を ２ 度 務 め た 。
日 大 芸 術 学 部 在 学 中 の

１ ９ ９ ９ 年 、 二 代 目 神 田

山 陽 に 入 門 。 山 陽 他 界後 、 神 田 陽 子 に 師 事 。 ２０ ０ ５ 年 二 ツ 目 、

1 4年 真

打 ち に 昇 進 し た 。 子 育 てを 考 え 、

2 0年 に 東 京 か ら

山 口 市 に 移 住 。

2 1年 に 第

7 6回 文 化 庁 芸 術 祭 （ 大 衆
芸 能 部 門 ） の 優 秀 賞 を 受賞 。 今 年 ３ 月 に は 、 新 作講 談 「 大 内 義 弘 伝 〜 命 の炎 を 燃 や し た 男 」 を 発 表し た 。

三 遊 亭 小 遊 三神 田 京 子 三 遊 亭 好 楽
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頭  痛 ・ め  ま  い ・ も  の  忘  れ

子 ど も と 思 春 期 の 頭 痛  （ ３ ）
診 察 中 ( 1 6 2 )

は 要 注 意 で す 。 ま た 、 チ ョ コ レ ー ト 、チ ー ズ 、 揚 げ 物 、 ヨ ー グ ル ト 等 、 食 べ物 が 誘 因 と な る こ と も あ り ま す 。
光 環 境 も 片 頭 痛 に 影 響 を 与 え る こ と が わ か っ て

い ま す 。 ブ ル ー ラ イ ト は 誘 発 因 子 と な る の で 、 テレ ビ や ス マ ホ 等 の 制 限 で 頭 痛 が 改 善 す る こ と が あり ま す 。 光 を 避 け る た め 、 教 室 の 席 を 廊 下 側 に 移し た と こ ろ 、 頭 痛 発 作 が 減 っ た 例 も あ り ま す 。
空 腹 だ と 低 血 糖 と な り 、 脳 の 血 管 が 拡 張 し て 片

頭 痛 を 誘 発 し ま す 。 十 分 な 朝 食 を 摂 る こ と が 大 切で す 。 カ フ ェ イ ン の 過 剰 摂 取 は 、 そ れ が 中 断 ま たは 遅 延 さ れ る と カ フ ェ イ ン 禁 断 に よ り 片 頭 痛 を 誘発 し ま す 。 受 験 期 の エ ナ ジ ー ド リ ン ク の 飲 み 過 ぎ

Ｑ .

子 ど も の 片 頭 痛 の 誘 因 に つ い て 教

え て く だ さ いＡ .

子 ど も の 片 頭 痛 の 誘 因 で 最 も 多 い

の は 睡 眠 不 足 で す 。 塾 通 い が 始 ま る 小学 校 高 学 年 の 子 ど も は 就 寝 時 間 が 遅 くな り 、 発 作 が 増 え る こ と が あ り ま す 。

脳 と 頭 痛 に ま つ わ る ユ ー チュ ー ブ 動 画 を 配 信 し て お りま す の で ご 視 聴 く だ さ い 。

春 の 日 の 夕 暮

詩 集 『 山 羊 の 歌 』 よ り

ト タ ン が セ ン ベ イ 食 べ て春 の 日 の 夕 暮 は 穏 か で すア ン ダ ー ス ロ ー さ れ た 灰 が 蒼 ざ め て春 の 日 の 夕 暮 は 静 か で す吁 （ あ あ ）

！

案 （かかし）

山 子

は な い か ― ― あ る ま い

馬
嘶 い な な

く か ― ― 嘶 き も し ま い

た だ た だ 月 の 光 の ヌ メ ラ ン と す る ま ゝ に従 順 な の は

春 の 日 の 夕 暮 か

ポ ト ホ ト と 野 の 中 に

伽 （ が ら ん ）

藍
は 紅 く

荷 馬 車 の 車 輪

油 を 失 ひ

私 が 歴 史 的 現 在 に 物 を

云 （ い ）

へ ば

嘲 （ あ ざ け ）

る 嘲 る

空 と 山 と が

瓦 が 一 枚

は ぐ れ ま し た

こ れ か ら 春 の 日 の 夕 暮 は無 言 な が ら

前 進 し ま す

自 み

ら の

静 脈 管 の 中 へ で す

6 1

最 終 行 「

自 み

ら 」 は 「 み づ か ら 」  。 常 識 的 な 理 解 を 拒 む 表 現 を 通 し

て 、 自 然 と い う 大 き な 存 在 に 向 き 合 う 若 者 の 切 な い 心 情 が 伝 わり ま す 。 既 成 概 念 や 伝 統 を 否 定 し 言 葉 の 形 式 を 破 壊 し よ う と した ダ ダ イ ズ ム に 心 酔 し て い た 時 期 の 作 品 で 、 後 に 唯 一 『 山 羊 の歌 』 に 収 め ら れ た 詩 で す 。

（ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

中 原

豊 ）

 １ 行 記 事 １ 月 に 米 紙 ニ ュ ー ヨ ー ク タ イ ム ズ で 山 口 市 が 紹 介 さ れ た こ と を 受 け 、 Ｊ Ｒ 山 口 駅 待 合 案 内 所 前 （ 改 札 口 正 面 ） に 「 ウ エ ル カ ム ウ イ ン ド サ イ ン 」 が 設 置 さ れ た 。

映 画 「 君 は 行 く 先 を 知
ら な い 」  （ ２ ０ ２ １ 年 、イ ラ ン ） が 、

2 7日 （ 土 ）

に 山 口 市 民 会 館 小 ホ ー ル
（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 上 映

さ れ る 。 時 間 は 午 前

1 0時

半 、 午 後 ２ 時 、 ７ 時 か らの ３ 回 。 国 内 で は 昨 年 ８月 に 公 開 さ れ た 映 画 で 、「 良 質 な 単 館 系 新 作 映 画の 山 口 県 で の 上 映 」 を 続け て い る 西 京 シ ネ ク ラ ブ（ 大 久 保 雅 子 代 表 ） が 主催 す る 。
荒 涼 と し た イ ラ ン の 大

地 を 走 る １ 台 の 車 。 後 部座 席 で は 足 に ギ プ ス を つけ た 父 が 悪 態 を つ き な がら 、 旅 に 大 は し ゃ ぎ す る幼 い 次 男 の 相 手 を し て いる 。 助 手 席 の 母 は カ ー ステ レ オ か ら 流 れ る 古 い 歌謡 曲 に 体 を 揺 ら し 、 運 転席 で は 成 人 し た 長 男 が 無言 で 前 を 見 据 え て い る 。次 男 が 隠 し 持 っ て き た 携帯 電 話 を 道 端 に 置 き 去 った り 、 尾 行 に お び え た

り 、 転 倒 し た 自 転 車 レ ース の 選 手 を 乗 せ た り 、 余命 わ ず か な ペ ッ ト の 犬 の世 話 を し た り し な が ら 、一 家 は や が て ト ル コ 国 境近 く の 高 原 に 到 着 。 そ こで 父 と 母 は 羊 飼 い や 仮 面を つ け た 男 と 交 渉 し 、 長男 は 「 旅 人 」 と し て 村 人に 迎 え ら れ る 。 旅 の 目 的を 知 ら な い 次 男 が 無 邪 気に 騒 ぐ 中 、 わ れ わ れ は この 家 族 の 行 方 を 知 る こ とに な る ― ― 。「 白 い 風 船 」  （ １ ９ ９ ５年 ）  、  「 チ ャ ド ル と 生 きる 」  （ ２ ０ ０ ０ 年 ）  、  「 人生 タ ク シ ー 」  （ ２ ０ １ ５年 ） 他 で カ ン ヌ 、 ヴ ェ ネチ ア 、 ベ ル リ ン の 三 大 映画 祭 を 制 覇 し た 世 界 的 巨匠 で 、 長 年 に わ た る イ ラン 政 府 と の 自 由 を め ぐ る闘 争 で も 知 ら れ る ジ ャ ファ ル ・ パ ナ ヒ 。 本 作 は 、そ の 制 作 現 場 な ど で 経 験を 積 ん だ 長 男 の パ ナ ー ・パ ナ ヒ に よ る 長 編 デ ビ ュ

ー 作 だ 。

2 1年 の 第

7 4回 カ

ン ヌ 国 際 映 画 祭 監 督 週 間な ど 、 世 界

9 6も の 映 画 祭

に 出 品 さ れ た 。
チ ケ ッ ト は 、 当 日 会 場

で 販 売 。 料 金 は 、 一 般 １８ ０ ０ 円 、

1 9歳 か ら

2 5歳

ま で １ 千 円 、

1 8歳 以 下 ８

０ ０ 円 。 電 話 予 約 （

☎
０

昨 年 の ゴ ー ル デ ン ウ イ
ー ク （ Ｇ Ｗ ） 明 け に 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス が ５ 類 移行 し て か ら 初 め て と な るＧ Ｗ ま で 、 あ と １ 週 間 に迫 っ た 。 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 西 日本 に よ る と 、 Ｇ Ｗ 期 間 中（ ４ 月

2 6日 〜 ５ 月 ６ 日 ）

の 県 内 高 速 道 路 で の ５ ㌔以 上 の 渋 滞 は 、 ５ 月 ３ 日
（ 金 ・ 祝 ） 午 前

1 1時 か ら

午 後 ３ 時 ま で の 関 門 道 下り 小 月 Ｉ Ｃ か ら 門 司 Ｉ Ｃ（ 最 長 ５ ㌔ ）  、 ５ 月 ５ 日（ 日 ・ 祝 ） 午 後 ４ 時 か ら８ 時 ま で の 山 陽 道 上 り 玖珂 Ｉ Ｃ か ら 大 竹 Ｉ Ｃ （ 同５ ㌔ ）  、 同 じ く ５ 日 午 後４ 時 か ら ７ 時 ま で の 関 門道 上 り 門 司 Ｉ Ｃ か ら 下 関Ｉ Ｃ （ 同 ５ ㌔ ） の ３ 回 が予 測 さ れ て い る 。
中 国 ・ 九 州 地 方 （ 各 支

社 管 内 ） に お け る

1 0㌔ 以

上 の 渋 滞 予 測 は 、 次 の 通り 。︻ 中 国 地 方 ︼﹇ ５ 月 ３ 日 ﹈ 午 前 ８ 時 〜午 後 ２ 時 、 山 陽 道 上 り 広島 Ｉ Ｃ ↓ 志 和 Ｉ Ｃ （ 同

1 0

㌔ ） ▽ 午 前 ８ 時 〜 午 後 １時 、 山 陽 道 下 り 山 陽 Ｉ Ｃ↓ 岡 山 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 0㌔ ）

︻ 九 州 地 方 ︼

﹇ ４ 月

2 7日  （ 土 ）  ﹈ 午 前 ８

時 〜

1 1時 、 九 州 道 下 り 須

恵 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 ＪＣ Ｔ （ 同

1 0㌔ ）

﹇ ４ 月

2 8日  （ 日 ）  ﹈ 午 前 ８

時 〜 正 午 、 九 州 道 下 り 福岡 Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同
2 5㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜 正

午 、 九 州 道 下 り 小 倉 南 ＩＣ ↓ 宮 田 ス マ ー ト Ｉ Ｃ（ 同

1 0㌔ ）

﹇ ４ 月

2 9日 （ 月 ・ 祝 ）  ﹈ 午

前 ８ 時 〜 午 後 ２ 時 、 長 崎道 下 り 武 雄 北 方 Ｉ Ｃ ↓ 武雄 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午

後 ３ 時 〜 ８ 時 、 九 州 道 上り 久 留 米 Ｉ Ｃ ↓ 筑 紫 野 ＩＣ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 後 ３ 時

〜 ８ 時 、 九 州 道 上 り み やま 柳 川 Ｉ Ｃ ↓ 久 留 米 Ｉ Ｃ（ 同

1 0㌔ ）

﹇ ５ 月 ３ 日 ﹈ 午 前 ６ 時 〜午 後 １ 時 、 九 州 道 下 り 若宮 Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同
3 0㌔ ） ▽ 午 前 ８ 時 〜 午 後

３ 時 、 東 九 州 道 下 り 苅 田北 九 州 空 港 Ｉ Ｃ ↓ 椎 田 ＩＣ （ 同

1 5㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時

〜 午 後 ２ 時 、 九 州 道 下 り鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ ↓ 広 川 Ｉ Ｃ（ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 前 ９ 時 〜

午 後 １ 時 、 九 州 道 上 り 須恵 ス マ ー ト Ｉ Ｃ ↓ 若 宮 ＩＣ （ 同

1 5㌔ ）

﹇ ５ 月 ４ 日 （ 土 ・ 祝 ）  ﹈ 午前 ７ 時 〜 午 後 １ 時 、 九 州道 下 り 福 岡 Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 ＪＣ Ｔ （ 同

2 0㌔ ） ▽ 午 前

1 0

時 〜 午 後 ２ 時 、 長 崎 道 下り 武 雄 北 方 Ｉ Ｃ ↓ 武 雄 ＪＣ Ｔ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 後 ５

時 〜 ９ 時 、 九 州 道 上 り 南関 Ｉ Ｃ ↓ 久 留 米 Ｉ Ｃ （ 同
1 5㌔ ） ▽ 午 後 ５ 時 〜 ９

時 、 九 州 道 上 り 福 岡 Ｉ Ｃ↓ 若 宮 Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽

午 後 ５ 時 〜 ８ 時 、 東 九 州道 上 り 豊 前 Ｉ Ｃ ↓ 築 城 ＩＣ （ 同

1 0㌔ ）

﹇ ５ 月 ５ 日 ﹈ 午 前 ９ 時 〜正 午 、 九 州 道 下 り 大 宰 府Ｉ Ｃ ↓ 鳥 栖 Ｊ Ｃ Ｔ （ 同

1 0

㌔ ） ▽ 午 後 ３ 時 〜 深 夜 ０時 、 九 州 道 上 り 菊 水 Ｉ Ｃ↓ 久 留 米 Ｉ Ｃ （ 同

2 5㌔ ）

▽ 午 後 ３ 時 〜

1 1時 、 九 州

道 上 り 久 留 米 Ｉ Ｃ ↓ 筑 紫野 Ｉ Ｃ （ 同

1 0㌔ ） ▽ 午 後

５ 時 〜 深 夜 ０ 時 、 九 州 道上 り 大 宰 府 Ｉ Ｃ ↓ 若 宮 ＩＣ （ 同

2 0㌔ ）

渋 滞 の 激 化 を 避 け る た
め 、 ４ 月

2 7日 か ら

2 9日 ま

で と 、 ５ 月 ３ 日 か ら ６ 日
（ 月 ・ 振 休 ） ま で は 、 Ｅ

Ｔ Ｃ 休 日 割 引 は 適 用 さ れな い 。

８ ３

－

９ ２ ８

－

２ ６ ８

８ ） す れ ば 、 一 般 料 金 のみ １ ５ ０ ０ 円 に 割 り 引 きさ れ る 。
同 会 の 大 久 保 代 表 は

「 見 て い る わ れ わ れ に も旅 の 行 く 先 は わ か ら な いま ま 、 家 族 ４ 人 と １ 匹 の犬 と 一 緒 に 、 車 で 旅 を す

る ロ ー ド ム ー ビ ー 。 想 像を 超 え る イ ラ ン の 風 景と 、 登 場 人 物 の 心 情 を 代弁 す る 音 楽 も 楽 し ん で ほし い 。 ま た 、 中 東 情 勢 が緊 迫 し て い る 中 、 イ ラ ンと い う 国 を 知 る た め に も鑑 賞 を す す め た い 」 と 話し て い る 。

「 君 は 行 く 先 を 知 ら な い 」
西 京 シ ネ ク ラ ブ が イ ラ ン 映 画 を 上 映

2 7日読 者 ５ 組 に 特 別 リ  ン  グ サ イ ド 券 プ  レ  ゼ  ン  ト

大 日 本 プ ロ レ ス が 山 口 大 会５ 月  １ ０ 日大 日 本 プ ロ レ ス の 山 口
大 会 が 、 ５ 月

1 0日  （ 金 ）  午

後 ６ 時 半 か ら 、 や ま ぐ ちリ フ レ ッ シ ュ パ ー ク （ 山口 市 大 内 長 野 ） で 開 か れる 。 サ ン デ ー 山 口 な ど 後援 。
山 口 市 出 身 の 熊 川 悠 司

リ ン グ ア ナ ウ ン サ ー
（

2 8） が 「 自 分 が 育 っ た

山 口 市 で 大 会 を 開 き たい 」 と ３ 年 前 に 企 画 。 同会 場 サ ブ ア リ ー ナ で ４ 月末 に 開 か れ た 一 昨 年 、 昨年 大 会 と も 好 評 で 、 今 年は メ イ ン ア リ ー ナ で 開 催

さ れ る 。
本 大 会 に は 、 第

2 1代 Ｂ

Ｊ Ｗ 認 定 世 界 ス ト ロ ン グヘ ビ ー 級 王 者 の 青 木 優 也選 手 や 、 山 口 市 出 身 の 永尾 颯 樹 選 手 （ Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ １所 属 ） ら が 参 戦 す る 。
前 売 り 券 は 、 最 前 列 ５

千 円 、 特 別 リ ン グ サ イ ド４ 千 円 、 自 由 席 ３ ５ ０ ０円 で 、 お お す み 観 光 （ 山口 市 朝 田 ）  、 や ま ぐ ち リフ レ ッ シ ュ パ ー ク 、 コ ンビ ニ 端 末 な ど で 購 入 で きる 。 問 い 合 わ せ は 大 日 本プ ロ レ ス （

☎
０ ４ ５

－

５

０ ７
－ １ ７ ５ １ ） へ 。

熊 川 ア ナ と 青 木 選 手 は
来 週 、 大 会 の Ｐ Ｒ の た めに サ ン デ ー 山 口 を 訪 問 予定 で す 。 イ ン タ ビ ュ ー 記

応  募  フ ォ ー  ム

事 は 、 後日 掲 載 いた し ます 。

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話 題 」
（ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、 氏 名 、 郵 便 番 号 、
住 所 、 年 代 、 電 話 番 号 、 メ ー ル ア ド レ ス を
明 記 し 、 は が き （ 宛 先 は 題 字 横 参 照 ） ま た は
応 募 フ ォ ー ム で サ ン デ ー 山 口 「 大 日 本 プ ロ レ
ス 」 係 へ 。 ４ 月 3 0 日 （ 火 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 、
商 品 の 発 送 を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

「 大 日 本 プ ロ レ ス 」
特 別 リ ン グ サ イ ド 券 ペ ア ５ 組

コ  ロ ナ ５ 類 移 行 後 初 の Ｇ Ｗ
中 国  ・  九 州 地 方 に お け る 高 速 道 路 の 渋 滞 予 測 は ？



サ ン デ ー 山 口３ 2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 ２ ０ 日 ㈯

今 季 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ
で は 「 総 力 １ 万 人 プ ロ ジェ ク ト 」 と い う 集 客 注 力試 合 を 設 け て い ま す 。

５ 月 ６ 日 の モ ン テ デ ィ
オ 山 形 戦 も そ の 一 つ 。 ＧＷ 開 催 な の で 、 ご 家 族 で楽 し ん で い た だ け る 内 容を ご 用 意 し て い ま す 。 パト カ ー な ど の 「 は た ら くく る ま 」 や 、 珍 し い チ ョ

コ レ ー ト に 出 会 え る か もし れ な い 「 チ ョ コ フ ェス 」  、 そ の 他 イ ベ ン ト 盛り だ く さ ん で す 。
そ し て こ の 試 合 は 山 口

市 ホ ー ム タ ウ ン デ ー で もあ り 、 市 民 の 皆 様 へ の 優待 ・ 招 待 を ご 用 意 し て いま す ！

ぜ ひ こ の 機 会

に 、 ス タ ジ ア ム に お 越 しく だ さ い ！

Ｑ ．

最 近 、 物 忘 れ が あ り

ま す が 認 知 症 で す か ？Ａ
．
物 忘 れ に は 、 良 性 の

物 忘 れ （ い わ ゆ る 、 加 齢に よ る 物 忘 れ ） と 、 病 的な 物 忘 れ （ 認 知 症 に よ る物 忘 れ ） が あ り ま す 。
加 齢 に よ る 物 忘 れ は 、

体 験 の 一 部 分 を 忘 れ る 、ヒ ン ト を 与 え ら れ る と 思い 出 せ る 、 時 間 や 場 所 など 見 当 が つ く 、 日 常 生 活に 支 障 は な い 、 物 忘 れ に対 し て 自 覚 が あ る な ど の特 徴 が あ り ま す 。 例 えば 、 眼 鏡 を ど こ に 置 い たか 忘 れ て し ま う 、 お 昼 に何 を 食 べ た か 思 い 出 せ ない な ど は 、 眼 鏡 を 置 い たこ と や 食 事 を し た こ と は覚 え て い ま す 。 自 分 が 忘れ て い る と の 自 覚 も あ るの が 加 齢 に よ る 物 忘 れ の症 状 で す 。
一 方 、 認 知 症 に よ る 物

忘 れ は 、 体 験 全 体 を 忘 れる （ 食 事 を し た こ と を 覚え て い な い ）  、 新 し い 出来 事 を 記 憶 で き な い 、 ヒン ト を 与 え ら れ て も 思 い出 せ な い 、 時 間 や 場 所 など の 見 当 が つ か な い 、 日常 生 活 に 支 障 が あ り 、 物忘 れ に 対 し て も 自 覚 が ない な ど の 症 状 で す 。 初 期の 段 階 で は 自 覚 が あ る 方も い ま す が 、 財 布 や 通 帳等 を な く す こ と が 度 々 あれ ば 、 病 的 な 物 忘 れ の 可能 性 が あ り ま す 。医 療 法 人 清 仁 会

林 病 院

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ７ ２

－
０ ４ １ １

三 隅

俊 吾

医 師

 １ 行 記 事 ５ 月 ６ 日 （ 月 ・ 祝 ） の ホ ー ム ゲ ー ム を 前 に 、 ２ ２ 日 （ 月 ） か ら ５ 月 ２ 日 （ 木 ） ま で 「 山 口 市 レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ 応 援 ウ ィ ー ク 」 。 市 職 員 が 応 援 Ｔ シ ャ ツ を 着 用 す る 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） ４ 月 ２ ０ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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